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東
京
地
評
は
、
秋
季
年

末
闘
争
と
組
織
建
設
を
成

功
さ
せ
る
べ
く
「
秋
の
大

運
動
」
を
提
起
。

前
半
戦
の
山
場
に
、
改

定
最
賃
ゾ
ー
ン
宣
伝
と

「
9
・
27
―
国
葬
反
対
、

生
活
改
善
、諸
要
求
実
現
」

全
都
1
0
0
カ
所
宣
伝
を

実
施
し
ま
す
。
統
一
協
会

と
政
治
の
関
係
究
明
も
追

求
し
ま
す
。

世
論
の
深
層
は
、
格
差

と
貧
困
の
拡
大
、
物
価
高

騰
、
生
活
改
善
に
対
す
る

岸
田
政
権
の
無
策
へ
の
怒

り
で
す
。
た
た
か
う
労
働

組
合
の
出
番
で
す
。

コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
ロ
シ
ア
侵
略
戦
争
に
よ
り

世
界
中
で
物
価
が
高
騰
、
市

民
生
活
は
深
刻
な
困
難
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

「
成
長
か
ら
分
配
へ
」
を

か
か
げ
て
発
足
し
た
岸
田
政

権
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
経
済
対

策
の
無
為
無
策
で
、
物
価
高

騰
に
賃
金
上
昇
は
ま
っ
た
く

追
い
付
か
ず
、
貧
困
と
格
差

の
拡
大
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
第
7
波
は

過
去
最
大
と
な
り
、
「
医
療

崩
壊
」
状
態
の
一
方
、
9
条

改
悪
や
軍
事
費
2
倍
化
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
核

シ
ェ
ア
な
ど
戦
争
へ
の
道
に

突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件

を
発
端
に
、
統
一
協
会
（
世

界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
と

自
民
党
と
の
関
係
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
徹
底
究
明

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
「
国
葬
」
を

閣
議
決
定
、
世
論
は
強
く
反

発
し
て
い
ま
す
。

東
京
地
評
は
、
富
め
る
者

だ
け
が
よ
り
富
み
、
持
た
ざ

る
者
へ
は
自
己
責
任
を
強
要

す
る
新
自
由
主
義
的
経
済
と

政
治
の
仕
組
み
を
転
換
し
、

労
働
者
・
国
民
の
諸
要
求
を

実
現
す
る
『
秋
の
大
運
動
』

を
9
月
末
〜
12
月
に
取
り
組

み
ま
す
。
前
半
戦
山
場
の
行

動
と
し
て
、9
月
27
日
の「
国

葬
」実
施
日
に
合
わ
せ
て「
全

都
一
斉
1
0
0
カ
所
行
動
」

を
提
起
し
て
い
ま
す
。
8
月

末
に
は
国
会
正
門
前
に
幅
広

い
団
体
の
呼
び
か
け
で
4
0

0
0
人
が
集
ま
り
、
「
国
葬

反
対
」
を
訴
え
ま
し
た
。

「
国
葬
」
は
、
憲
法
違
反

の
行
為
で
あ
り
、
弔
意
を
強

制
し
、
安
倍
政
治
を
礼
賛
・

継
承
・
進
行
さ
せ
る
国
家
権

力
の
行
事
で
す
。
安
倍
政
治

に
対
し
て
、
賃
金
と
雇
用
の

改
善
、労
働
法
制
改
悪
阻
止
、

改
憲
と
軍
拡
・
「
戦
争
法
」

反
対
、
消
費
税
増
税
と
社
会

保
障
の
改
悪
阻
止
、
子
ど
も

の
教
育
を
守
り
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
、
脱
原
発
と
気
候
危

機
対
策
な
ど
、
正
面
か
ら
対

決
し
て
き
た
労
働
組
合
が

「
国
葬
」
に
反
対
す
る
こ
と

は
、
闘
い
の
伝
統
を
か
け
た

行
動
で
す
。
ま
た
、
統
一
協

会
と
自
民
党
と
の
関
係
に
つ

い
て
「
政
治
を
歪
め
て
い
な

か
っ
た
か
」
、
国
民
は
徹
底

究
明
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
改
定
最
賃
ゾ
ー
ン
宣
伝
」

と
も
結
合
し
、
強
く
位
置
づ

け
て
く
だ
さ
い
。

①
す
べ
て
の
地
域
組
織
で
2

カ
所
以
上
、
可
能
な
地
域
は

3
カ
所
以
上
計
画
し
ま
す
。

②
加
盟
33
単
産
の
全
て
も
1

カ
所
以
上
、
独
自
に
行
動
を

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

全
都
で
1
0
0
カ
所
以
上
の

行
動
を
つ
く
る
に
は
、
大
き

な
構
え
が
必
要
で
す
。

地
域
組
織
と
単
産
の
行
動

が
重
な
る
場
合
は
合
流
し
て

行
動
で
き
る
よ
う
、
行
動
計

画
を
集
約
し
ま
す
。
悪
政
の

根
幹
を
追
求
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
1
日
か
ら
東
京
地
方

最
低
賃
金
は
1
0
7
2
円
、

前
年
比
31
円
増（
2
・
97
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が

求
め
る
時
給
1
5
0
0
円
に

は
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
マ

ス
コ
ミ
を
含
め

賃
上
げ
へ
の
社

会
的
関
心
を
高

め
た
意
義
は
強

調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
的
に
は
目
安
額
に

対
し
て
22
県
が
1
円
か
ら
3

円
の
上
積
み
、
最
高
額
の
東

京
と
の
地
域
間
格
差
は
2
2

1
円
か
ら
2
1
9
円
に
2
円

縮
小
と
な
る
変
化
を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。
地
方
審
議
会

で
の
奮
闘
が
反
映
し
た
結
果

と
言
え
ま
す
。

一
方
で
Ｃ
ラ
ン
ク
の
北
海

道
と
岐
阜
が
Ｂ
ラ
ン
ク
の
栃

木
や
山
梨
等
を
上
回
る
な

ど
、
ラ
ン
ク
別
設
定
の
意
義

と
矛
盾
も
広
が
り
ま
し
た
。

全
国
加
重
平
均
額
は
9
6
1

円
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
テ

ン
ポ
で
は
最
低
額
8
5
3
円

の
地
域
を
伴
う
全
国
一
律
1

0
0
0
円
実
現
は
ほ
ど
遠
い

と
言
え
ま
す
。

物
価
高
騰
が
続
き
、
7
月

の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
速

報
）
に
よ
る
と
平
均
給
与
額

は
7
カ
月
連
続
で
上
昇
し
た

も
の
の
実
質
賃
金
は
前
年
同

月
比
1
・
3
％
減
、4
カ
月
連

続
の
減
少
で
す
。
急
激
な
円

安
が
進
み
、
生
活
必
需
品
の

再
値
上
げ
、
再
々
値
上
げ
が

広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
欧
米

諸
国
で
は
イ
ン

フ
レ
に
連
動
し

た
最
賃
引
上
げ

が
実
施
さ
れ
、

時
給
1
5
0
0
円
以
上
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
低
賃
金
構
造
の
一

因
に
は
、
企
業
の
支
払
い
能

力
を
前
提
と
す
る
最
低
賃
金

法
が
足
か
せ
と
な
っ
て
お

り
、
法
改
正
の
論
議
が
必
要

で
す
。
同
時
に
審
議
会
で
中

小
企
業
の
経
営
環
境
改
善
も

議
論
の
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し

た
。
適
正
な
下
請
取
引
を
保

障
す
る
仕
組
み
と
、
諸
外
国

に
比
べ
て
低
額
な
中
小
企
業

予
算
を
抜
本
的
に
改
善
す
る

こ
と
も
併
せ
て
求
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
暮
ら
し
と
賃
金

へ
国
民
の
目
が
向
き
始
め
て

い
ま
す
。
改
定
さ
れ
た
最
賃

額
を
周
知
し
、
次
年
度
に
向

け
た
準
備
を
開
始
し
ま
し
ょ

う
。

チ
ラ
シ
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
「
奪
わ
れ
た
３０
年
間
」
、
こ

の
時
間
軸
を
中
心
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
す
も
の

で
す
。
組
合
の
会
議
で
話
題
に
取
り
入
れ
て
意
見
を
出
し
合

っ
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や
知
人
に
届
け
て
、
最
賃
引
上
げ
の

周
知
を
図
っ
て
下
さ
い
。
小
零
細
事
業
者
に
は
、
賃
上
げ
を

す
る
た
め
の
条
件
、
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
課
題
を
聞
き
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

「国葬」より生活改善、物価対策を「国葬」より生活改善、物価対策を
東
京
の
最
低
賃
金
時
給
１
０
７
２
円

定価 1部40円（送料別）

こ
の
金
額
で
は
生
活
で
き
な
い
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チ
ラ
シ
を
活
用
し
よ
う

「最賃上げろ！労働局前で座り込み行動」

単産・地域の奮闘で
前年比31円増に改定
単産・地域の奮闘で
前年比31円増に改定

企
業
の
支
払
い
能
力
か
ら

脱
却
し
た
最
賃
論
議
へ

lapaz@chihyo．jp
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